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(57)【要約】
【課題】　狭額縁を有することができる液晶ディスプレ
イを提供する。
【解決手段】　表示領域、および前記表示領域を囲む遮
蔽領域を含み、前記遮蔽領域は、前記表示領域のサイド
に隣接した遮光層、および前記表示領域に相対する前記
遮光層のサイドに隣接したシーラント塗布領域を含み、
前記遮蔽領域は、約０以上５０％以下、または５０％と
等しい全光線透過率を有する液晶ディスプレイ。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域、および
　前記表示領域を囲む遮蔽領域を含み、前記遮蔽領域は、
　前記表示領域のサイドに隣接した遮光層、および
　前記表示領域に相対する前記遮光層のサイドに隣接したシーラント塗布領域を含み、
　前記遮蔽領域は、約０以上５０％以下、または５０％と等しい全光線透過率を有する液
晶ディスプレイ。
【請求項２】
　前記表示領域の電極、および
　シーラント塗布領域に配置されたシーラントを更に含む請求項１に記載の液晶ディスプ
レイ。
【請求項３】
　前記電極上に配置されたカラーフィルターを更に含む請求項２に記載の液晶ディスプレ
イ。
【請求項４】
　前記遮蔽領域に配置された複数の金属トレースを更に含み、前記複数の金属とレースは
、前記シーラントによって前記電極に電気的接続され、前記シーラントによってカバーさ
れる請求項２に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項５】
　前記シーラントは、前記複数の金属トレースに直接接触する請求項４に記載の液晶ディ
スプレイ。
【請求項６】
　前記シーラント塗布領域に配置された各色のカラーフィルター、機械的サポート機能を
有するフォトレジスト、不透明金属層、またはその組み合わせを更に含む請求項２に記載
の液晶ディスプレイ。
【請求項７】
　前記遮蔽領域は、徐々に低減された光線透過率を有する請求項６に記載の液晶ディスプ
レイ。
【請求項８】
　前記シーラントは、各色のエポキシ樹脂、アクリル樹脂、ポリアクリル酸ウレタン、炭
素粉末、またはその組み合わせを含む請求項２に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項９】
　前記シーラントは、金属粒子、セラミック粒子、プラスチック粒子、またはその組み合
わせでドープされる請求項８に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項１０】
　前記シーラント領域は、０以上５０％以下、または５０％と等しい光線透過率を有し、
遮光層の全光吸収の約５０％～１００％の全光吸収を有する請求項１に記載の液晶ディス
プレイ。
【請求項１１】
　表示領域、および前記表示領域を囲む遮蔽領域を含み、前記遮蔽領域は、約０以上５０
％以下、または約５０％と等しい全光線透過率を有し、前記液晶ディスプレイは、
　画素電極および、その上に配置された複数の金属トレースを含み、前記画素電極は、前
記表示領域に配置され、前記複数の金属トレースは、前記遮蔽領域に配置されて前記画素
電極に接続される第１の基板、
　遮光層およびその上に配置された対向電極を含み、前記遮光層は、前記遮蔽領域に配置
されて前記表示領域のサイドに隣接する第２基板、
　前記第１基板および前記第２基板を接着剤で硬化し、シーラント塗布領域に配置され、
前記表示領域に相対する遮光層のサイドを囲み、前記シーラント塗布領域は、前記遮蔽領
域にあるシーラント、および
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　前記第１基板と前記第２基板の間に挟設され、前記シーラントによって囲まれて封止さ
れる液晶層を含む液晶ディスプレイ。
【請求項１２】
　前記対向電極に隣接するカラーフィルターを更に含む請求項１１に記載の液晶ディスプ
レイ。
【請求項１３】
　前記カラーフィルターは、前記シーラント塗布領域に配置される請求項１２に記載の液
晶ディスプレイ。
【請求項１４】
　前記遮蔽領域は、徐々に低減された光線透過率を有する請求項１３に記載の液晶ディス
プレイ。
【請求項１５】
　前記画素電極に隣接するカラーフィルターを更に含む請求項１１に記載の液晶ディスプ
レイ。
【請求項１６】
　前記複数の金属トレースは、前記遮光層および前記シーラントによってカバーされる請
求項１１に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項１７】
　前記複数の金属トレースおよび前記シーラントは、互いに直接接触する請求項１６に記
載の液晶ディスプレイ。
【請求項１８】
　前記シーラントは、各色のエポキシ樹脂、アクリル樹脂、ポリアクリル酸ウレタン、炭
素粉末、またはその組み合わせを含み、金属粒子、セラミック粒子、プラスチック粒子、
またはその組み合わせでドープされる請求項１１に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項１９】
　前記シーラント領域は、０以上５０％以下、または５０％と等しい光線透過率を有し、
遮光層の全光吸収の約５０％～１００％の全光吸収を有する請求項１１に記載の液晶ディ
スプレイ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ装置に関し、特に、狭額縁（ｎａｒｒｏｗ　ｂｏｒｄｅｒ）を
有することができる液晶ディスプレイに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）技術は、従来の陰極線管（ＣＲＴ）の画像技術に取って代
わって完全に開発され、各種の電子製品に広く用いられている。一般的にＬＣＤは、液晶
層がその間に挟設された基板および対向基板を有することができる。液晶層は、シーラン
トによって封止されることができる。シーラントは、基板を対向基板に接着して固定する
接着剤であることができる。接着剤は、通常、照射によって硬化され得る光学接着剤であ
る。
【０００３】
　ＬＣＤは、通常、画像を表示する表示領域および額縁として機能する遮蔽領域を含む。
額縁は、ＬＣＤの最終製品でフレームによってカバーされる。遮蔽領域は、金属トレース
を遮蔽し、表示領域からの漏光を防ぎ、且つシーラントをコーティングする領域を提供す
る遮光層を含むことができる。一般的には、遮光層および金属トレースは、異なる基板上
に形成される。ＬＣＤおよび半導体技術の絶え間ない開発に伴って、金属トレースの幅と
その間のピッチは絶え間なく縮減している。よって、光照射は、金属トレースを通過して
シーラントを硬化させることが難しい。よって、シーラントは、他の基板からの光照射に
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よってのみ硬化されることができるが、他の基板の遮光層は、シーラントの硬化を妨げる
可能性がある。
【０００４】
　新しいＬＣＤの傾向は、同じサイズのＬＣＤにおいて表示領域を増加すると同時に美観
のために狭額縁を有することを含む。狭額縁の設計要件を満たすために、狭額縁化が必要
である。しかしながら、狭額縁の意味は、遮蔽領域の利用可能な幅が減少されるというこ
とである。そのため、遮光層の幅が遮蔽領域と共に縮減されない場合、シーラントは、十
分な光照射を受けて完全に硬化されることができない。または、遮光層の幅も遮蔽領域と
共に減少された場合、遮光層は、表示領域からの漏光を効果的に反射させることができな
い。
【０００５】
　よって、漏光を効果的に防ぎ、狭額縁設計で複数の金属トレースを十分にマスクすると
同時に、シーラントを完全に硬化させることが課題である。言い換えれば、シーラントが
完全に硬化され、光漏および不十分なマスキングの問題が解決された、狭額縁設計を有す
る新しいＬＣＤが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　狭額縁を有することができる液晶ディスプレイを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　シーラント塗布領域の全光線透過率を低減することで、シーラントが完全に硬化され、
光漏および不十分なマスキングの問題が解決された、狭額縁設計を有する新しいＬＣＤが
提供される。
【０００８】
　本発明は、表示領域、および表示領域を囲む遮蔽領域を含み、遮蔽領域は、表示領域の
サイドに隣接した遮光層、および表示領域に相対する遮光層のサイドに隣接したシーラン
ト塗布領域を含み、遮蔽領域は、約０以上５０％以下、または５０％と等しい全光線透過
率を有する液晶ディスプレイを提供する。
【０００９】
　本発明は、表示領域、および表示領域を囲む遮蔽領域を含み、遮蔽領域は、約０以上５
０％以下、または約５０％と等しい全光線透過率を有する液晶ディスプレイも提供し、液
晶ディスプレイは、画素電極および、その上に配置された複数の金属トレースを含み、画
素電極は、表示領域に配置され、複数の金属トレースは、遮蔽領域に配置されて画素電極
に接続される第１の基板、遮光層およびその上に配置された対向電極を含み、遮光層は、
遮蔽領域に配置されて表示領域のサイドに隣接する第２基板、第１基板および第２基板を
接着し、シーラント塗布領域に配置され、表示領域に相対する遮光層のサイドを囲み、シ
ーラント塗布領域は、遮蔽領域にあるシーラント、および第１基板と第２基板の間に挟設
され、シーラントによって囲まれて封止される液晶層を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　詳細な説明は、添付の図面と併せて以下の実施形態に説明される。
【図１】本発明の実施形態に基づいたＬＣＤの上面図を表している。
【図２】本発明の実施形態に基づいたＬＣＤの断面図を表している。
【図３】本発明の実施形態に基づいたＬＣＤの断面図を表している。
【図４】本発明の実施形態に基づいたＬＣＤの断面図を表している。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下の説明は、本発明を実施するベストモードが開示されている。この説明は、本発明
の一般原理を例示する目的のためのもので本発明を限定するものではない。例えば、本説
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明の第２特徴の上方の（ｏｖｅｒ）、上の（ａｂｏｖｅ）、下の（ｂｅｌｏｗ）、または
第２特徴上の第１特徴の形成は、続いて、特徴が直接接触で形成される複数の実施の形態
を含むことができ、且つ前記特徴が直接接触でないように、付加的な特徴が前記第１と第
２特徴間に形成された複数の実施の形態を含むこともできる。本発明の範囲は、添付の請
求の範囲を参考にして決定される。
【００１２】
　図１を参照に、図１は、本発明の実施形態に基づいたＬＣＤ１００の上面図を表してい
る。図１に表されているように、ＬＣＤ１００は、表示領域Ｚ１および表示領域Ｚ１を囲
む遮蔽領域Ｚ２を有することができる。遮蔽領域Ｚ２は、遮光層１１４およびシーラント
塗布領域１１０Ａを含むことができる。遮蔽領域Ｚ２は、約０以上５０％以下の全光線透
過率を有することができる。遮光層１１４は、表示領域Ｚ１に隣接して囲むことができる
。本発明の各実施形態では、遮光層１１４は、光をブロックできる遮光材料で形成された
層として定義されることができるため、光の通過がユーザーの肉眼で観察されることがで
きない。例えば、遮光層１１４は、約３.５より大きい光学密度(optical density)を有す
ることができる。シーラント塗布領域１１０Ａは、表示領域Ｚ１に相対する遮光層１１４
のサイドを囲むことができる。シーラントは、シーラント塗布領域１１０Ａに塗布される
ことができる。シーラントおよび基板は、シーラント塗布領域１１０Ａの幅に実質的に等
しい接触幅を有することができる。実施形態では、シーラント塗布領域１１０Ａは、例え
ば、各色のカラーフィルター、機械的サポート機能を有するフォトレジスト、不透明金属
層などの光線透過率を低減できる他の材料を更に含む。
【００１３】
　シーラント塗布領域１１０Ａは、遮光層１１４の光線透過率より小さい、または実質的
に等しい全光線透過率を有することができる。例えば、実施形態では、シーラント塗布領
域１１０Ａの各材料（シーラントを含む）は、約０以上５０％以下、または５０％と等し
い全光線透過率を有することができるか、または遮光層１１４の光吸収の約５０％～１０
０％の全光吸収を有することができる。また、遮光層１１４およびシーラント塗布領域１
１０Ａは、約５ｍｍより小さい全幅を有し、狭額縁の現在の要件を満たすことができる。
注意するのは、上述の遮光層の全幅およびシーラント塗布領域は、単に説明のための実施
形態に過ぎず、当業者はその時の技術に応じて適当な変更をすることができる。
【００１４】
　よって、シーラント塗布領域の各材料の全光線透過率を低減することで、遮光層の狭い
幅による漏光および不十分なマスク問題が解決される。また、シーラント自体は、光照射
を受けるのに十分大きな面積を有し、十分な接着力を提供する。シーラントの信頼度とＬ
ＣＤの信頼度は、改善される。
【００１５】
　図２を参照に、図２は、本発明の実施形態に基づいたＬＣＤ２００の断面図を表してい
る。ＬＣＤ２００の上面図は、図１に表されている。例えば、ＬＣＤ２００は、表示領域
Ｚ１および表示領域Ｚ１を囲む遮蔽領域Ｚ２を有することができる。
【００１６】
　ＬＣＤ２００は、第１の基板２０２、第２の基板２０４、および液晶層２０６を含むこ
とができる。第２の基板２０４および第１の基板２０２は、対向して配置されることがで
き、シーラント２１０によって接着剤で硬化される。液晶層２０６は、第１の基板２０２
と第２の基板２０４との間に挟設されることができる。シーラント２１０は、液晶層２０
６の周辺を囲む。実施形態では、第１の基板は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）アレイ基板
であることができ、電極２３０、少なくとも１つのＴＦＴ２３２、およびガラス基板上に
配置された複数の金属トレース２１８を含む。電極２３０および少なくとも１つのＴＦＴ
２３２は、表示領域Ｚ１内に配置された少なくとも部分を各々有することができる。電極
２３０は、画素電極であることができる。画素電極は、インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）
、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）、または酸化亜鉛アルミニウム（ＡＺＯ）を含む透明
電極層であることができる。複数の金属トレース２１８は、遮蔽領域Ｚ２に配置されるこ
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とができる。複数の金属トレース２１８は、表示領域Ｚ１の例えば電極２３０などの各種
の構成要素を例えば入力／出力などの外部回路に電気的に接続することができる。複数の
金属トレース２１８は、金属または任意の他の導電材料で形成されることができる。
【００１７】
　第２の基板２０４は、カラーフィルター２０６およびガラス基板上に配置された対向電
極２４４を含むことができる。カラーフィルター２４２は、表示領域Ｚ１に配置され、第
１基板２０２上の画素電極２３０に対応することができる。いくつかの実施形態では、ブ
ラックマトリクス２４６は、異なる色のカラーフィルター２４２の間に配置されることが
できる。対向電極２４４は、カラーフィルター２４２に適合してカバーすることができる
。実施形態では、遮光層２１４は、第２の基板２０４上で遮蔽領域Ｚ２に配置され、表示
領域Ｚ１に隣接して囲むことができる。いくつかの実施形態では、遮光層２１４は、約５
ｍｍより小さい幅を有し、約３μｍより小さい厚さを有することができる。遮光層２１４
は、約３.５より大きい光学密度を有する材料を含むことができる。例えば、遮光層２１
４は、１つ以上の層のブラックインク、着色のフォトレジスト、黒色のフォトレジスト、
偏光板、またはその組み合わせで形成されることができる。
【００１８】
　シーラント塗布領域２１０Ａは、遮光層２１４の外側に配置され、光照射を受けること
ができる。シーラント２１０は、遮光層２１４および液晶層２０６を囲んでシーラント塗
布領域２１０Ａに塗布されることができる。実施形態では、シーラントは、０以上５０％
以下、または５０％と実質的に等しい光線透過率を有する光学接着剤であることができる
。また、シーラントは、遮光層２１４の光吸収の約５０％～１００％の光吸収を有するこ
とができる。実施形態では、シーラント２１０は、有色のエポキシ樹脂、アクリル樹脂、
ポリアクリル酸ウレタン（ｐｏｌｙ（ｕｒｅｔｈａｎｅ　ａｃｒｙｌａｔｅｓ））、フェ
ノール樹脂、炭素粉末を含むことができる。シーラント２１０は、それ自体が低い光線透
過率を有することができる。また、シーラント２１０は、例えば、不透明金属粒子、不透
明セラミック粒子、または不透明プラスチック粒子などの他の物質でドープされることで
低い光線透過率を有することができる。実施形態では、シーラント２１０は、少なくとも
一部の金属トレース２１８をカバーし、金属トレース２１８と直接接触することができる
。第１の基板２０２上の複数の金属トレース２１８と対向電極２４４間の電気的接続の形
成を防ぐために、シーラント２１０は、絶縁材料で形成されることができる。また、シー
ラント２１０は、例えば、シーラント２１０の３ｗｔ％以下の含有量がその中にドープさ
れた金属粒子などの導電材料を含むこともできる。シーラント２１０は、その低い光線透
過率により、複数の金属トレース２１８をマスクする遮光層として機能するため、ユーザ
ーは、複数の金属トレース２１８を観察するのが容易でなく、表示領域Ｚ１からの漏光も
反射されることができる。いくつかの実施形態では、遮蔽領域Ｚ２の材料の各々が０以上
５０％以下、または５０％と実質的に等しい光線透過率を有することができるため、遮蔽
領域Ｚ２は、０以上５０％以下、または５０％と実質的に等しい全光線透過率を有するこ
とができる。
【００１９】
　実施形態では、シーラント２１０および基板は、シーラント塗布領域２１０Ａの幅に実
質的に等しい接触幅、例えば、約０.３ｍｍ～５ｍｍの間を有することができる。また、
シーラント２１０および遮光層２１４は、約０.３ｍｍ～５ｍｍの間の全幅を有すること
ができる。上述の幅は、単に説明のための実施形態に過ぎず、当業者はその時の技術に応
じて適当な変更をすることができる。
【００２０】
　図３を参照すると、図３は、ＬＣＤ３００の断面図を表している。ＬＣＤ３００の上面
図は、図１に表されている。例えば、ＬＣＤ３００は、表示領域Ｚ１および表示領域Ｚ１
を囲む遮蔽領域Ｚ２を有することができる。また、ＬＣＤ３００は、カラーフィルターま
たは光線透過率を低減してシーラント塗布領域の光透過率を更に低減できる他の特徴を更
に含むことができる。この実施形態では、同様の参照番号は、同様の要素を指すのに用い
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られる。
【００２１】
　ＬＣＤ３００は、第１の基板２０２、第２の基板２０４、および液晶層２０６を含むこ
とができる。第２の基板２０４および第１の基板２０２は、対向して配置されることがで
き、シーラント２１０によって接着剤で硬化される。液晶層２０６は、第１の基板２０２
と第２の基板２０４との間に挟設されることができる。シーラント２１０は、液晶層２０
６の周辺を囲む。実施形態では、第１の基板は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）アレイ基板
であることができ、電極２３０、少なくとも１つのＴＦＴ２３２、および複数の金属トレ
ース２１８を含むことができる。電極２３０、少なくとも１つのＴＦＴ２３２、および複
数の金属トレース２１８は、ガラス基板上に配置される。電極２３０および少なくとも１
つのＴＦＴ２３２は、各々表示領域Ｚ１内に少なくとも一部配置されることができる。電
極２３０は、画素電極であることができる。画素電極は、インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ
）、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）、または酸化亜鉛アルミニウム（ＡＺＯ）を含む透
明電極層であることができる。複数の金属トレース２１８は、遮蔽領域Ｚ２に配置される
ことができる。複数の金属トレース２１８は、表示領域Ｚ１の例えば電極２３０などの各
種の構成要素を例えば入力／出力などの外部回路に電気的に接続することができる。複数
の金属トレース２１８は、金属または任意の他の導電材料で形成されることができる。
【００２２】
　第２の基板２０４は、カラーフィルター３４２および対向電極２４４を含むことができ
る。カラーフィルター３４２および対向電極２４４は、ガラス基板上に配置される。カラ
ーフィルター３４２は、表示領域Ｚ１に配置され、第１基板２０２上の画素電極２３０に
対応することができる。また、カラーフィルター３４２は、遮蔽領域Ｚ２のシーラント塗
布領域２１０Ａに更に延伸されることができる。言い換えれば、シーラント２１０以外に
、シーラント塗布領域２１０Ａには、カラーフィルター３４２がシーラント２１０と第２
基板３４２の間に配置されている。実施形態では、シーラント塗布領域２１０Ａのカラー
フィルター３４２は、シーラント塗布領域２１０Ａの幅より小さい幅、またはシーラント
塗布領域２１０Ａの幅と実質的に等しい幅を有することができる。例えば、図３に示され
るように、シーラント塗布領域２１０Ａのカラーフィルター３４２は、シーラント塗布領
域２１０Ａの幅より小さい幅を有することができるため、遮蔽領域Ｚ２は、徐々に低減さ
れた光線透過率を有することができる。例えば、遮蔽領域Ｚ２の光線透過率は、表示領域
Ｚ１に近づくほど低減する。
【００２３】
　注意するのは、図３は、カラーフィルター３４２が表示領域Ｚ１から遮光層２１４を通
過してシーラント塗布領域２１０Ａに延伸しているのだけを表しているが、いくつかの実
施形態では、カラーフィルター３４２は、表示領域Ｚ１およびシーラント塗布領域２１０
Ａに、遮光層２１４を通過しないで個別に配置されることができる。例えば、シーラント
塗布領域２１０Ａのカラーフィルター３４２は、画素電極２３０に対応する必要がないた
め、それは任意の色を有してもよく、同じまたは異なる色のカラーフィルターの１つ以上
の層で形成されることができる。また、光透過率を低減できる他の材料、例えば偏光板は
、シーラント塗布領域２１０Ａに配置されることもできる。この実施形態では、シーラン
ト２１０およびカラーフィルター３４２は、０以上５０％以下、または５０％と実質的に
等しい全光線透過率を有することができるか、または遮光層２１４の光吸収の約５０％～
１００％の全光吸収を有することができる。また、遮蔽領域Ｚ２の材料の各々は、０以上
５０％以下、または５０％と実質的に等しい光線透過率を有することができるため、遮蔽
領域Ｚ２は、０以上５０％以下、または５０％と実質的に等しい全光線透過率を有するこ
とができる。この実施形態では、光線透過率の低減を助けることができる他の材料がある
ため、シーラントの材料の選択は、より柔軟性があることができる。例えば、シーラント
は少量の粒子とドープされて、その製品のコストを低下させ、その性能を向上させること
ができる。
【００２４】
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　図４を参照すると、図４は、ＬＣＤ４００の断面図を表している。ＬＣＤ４００の上面
図は、図１に表されている。例えば、この実施形態では、ＬＣＤ４００は、表示領域Ｚ１
および表示領域Ｚ１を囲む遮蔽領域Ｚ２を有することができる。この実施形態では、説明
されているのは、カラーフィルターオンアレイ（ＣＯＡ）方式のＬＣＤであるが、しかし
ながら、本発明の範囲を限定するものでないことは理解できるであろう。例えば、ＬＣＤ
４００は、他のタイプのＬＣＤ、例えば、ブラックマトリックスオンアレイ（ＢＯＡ）方
式のＬＣＤ、マルチドメイン垂直配向（ＭＶＡ）方式のＬＣＤ、光配向方式のＬＣＤ、お
よびナノ突起（ｎａｎｏ－ｐｒｏｔｒｕｓｉｏｎ）マルチドメイン垂直配向（ＮＰＭＶＡ
）方式のＬＣＤなどに用いられることもできる。この実施形態では、同様の参照番号は、
同様の要素を指すのに用いられる。
【００２５】
　ＬＣＤ４００は、第１の基板２０２、第２の基板２０４、および液晶層２０６を含むこ
とができる。第２の基板２０４および第１の基板２０２は、対向して配置されることがで
き、シーラント２１０によって接着剤で硬化される。シーラント２１０は、液晶層２０６
の周辺を囲む。実施形態では、第１の基板２０２は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）アレイ
基板であることができ、電極２３０、少なくとも１つのＴＦＴ２３２、カラーフィルター
４４２、および複数の金属トレース２１８を含む。電極２３０、少なくとも１つのＴＦＴ
２３２、カラーフィルター４４２、および複数の金属トレース２１８は、ガラス基板上に
配置される。電極２３０、少なくとも１つのＴＦＴ２３２、およびカラーフィルター４４
２は、表示領域Ｚ１に少なくとも配置されることができる。電極２３０は、画素電極であ
ることができる。画素電極は、インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）、インジウム亜鉛酸化物
（ＩＺＯ）、または酸化亜鉛アルミニウム（ＡＺＯ）を含む透明電極層であることができ
る。複数の金属トレース２１８は、遮蔽領域Ｚ２に配置されることができる。また、少な
くとも一部の金属トレース２１８は、シーラント塗布領域２１０Ａに配置されることがで
きる。カラーフィルター４４２は、電極２３０とガラス基板の間に配置され、電極２３０
に対応することができる。
【００２６】
　また、光透過率を低減できる他の材料、例えばカラーフィルター（図示せず）は、シー
ラント塗布領域２１０Ａに配置されることもできる。シーラント塗布領域２１０Ａは、０
以上約５０％以下、または５０％と実質的に等しい全光線透過率を有することができるか
、または遮光層２１４の光吸収の約５０％～１００％の全光吸収を有し、遮光層２１４と
同様の機能を提供する。
【００２７】
　電極２３０および異なる基板上に形成された対向電極２４４が先行の実施形態で説明さ
れているが、本発明の実施形態に基づいた電極の配置配置は、これらに限定されるもので
はない。例えば、電極２３０および他の電極は、同じ基板上に形成され、インプレインス
イッチング（ＩＰＳ）方式のＬＣＤを形成することができる。
【００２８】
　よって、シーラント塗布領域の各材料の全光線透過率を低減することで、遮光層の狭い
幅による漏光および不十分なマスク問題が解決される。また、シーラント自体は、光照射
を受けるのに十分大きな面積を有し、十分な接着力を提供する。シーラントの信頼度とＬ
ＣＤの信頼度は、改善される。
【００２９】
　この発明は、実施例の方法及び望ましい実施の形態によって記述されているが、本発明
は、これらを限定するものではないことは理解される。逆に、種々の変更及び同様の配置
をカバーするものである。よって、添付の請求の範囲は、最も広義な解釈が与えられ、全
てのこのような変更及び同様の配置を含むべきである。
【符号の説明】
【００３０】
１００　液晶ディスプレイ装置
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１１０Ａ　シーラント塗布領域
１１４　遮光層
２００　液晶ディスプレイ装置
２０２　第１の基板
２０４　第２の基板
２０６　液晶層
２１０　シーラント
２１０Ａ　シーラント塗布領域
２１４　遮光層
２１８　金属トレース
２３０　第１の電極
２３２　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）アレイ基板
２４２　カラーフィルター
２４４　第２の電極
２４６　ブラックマトリクス
３００　液晶ディスプレイ装置
３４２　カラーフィルター
４００　液晶ディスプレイ装置
４４２　カラーフィルター
Ｚ１　表示領域
Ｚ２　遮蔽領域
 

【図１】 【図２】
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